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2022年12月に改善計画書を提出
８３ページのボリューム（改善費用約１億）

１．既存浄化槽に膜処理機器を設置し、新規処理施設である蒸発散施設を施工

→（膜処理機械２１００万、蒸発散機械部品３２００万、砕石・砂８００万、配管施工１800万、芝生１３０万、蒸発
散関係約８０００万）

２．堆肥舎近くの雨水排水の際、雨水に雨水以外の排水がされない様に新規排水マスの設置

→場内に落下している糞や長靴の裏についた汚れ、車両等のタイヤに付着した糞等が雨水により流出し
ない様に、コンクリートマスを増設

３．雨水以外の排水が起こらない様な、構造的施設改善

→２．関連する内容ではあるが、処理水を輸送しているポンプが故障した際にオーバーフローしてしまう構
造を改善

４．改善計画を基にした、従業員教育と各所メンテナンス→ポンプやフロートスイッチの予備など

※その他年間の液肥利用計画、作付け計画、毎月のバキューム運行記録、３カ年糞尿処理計画など…



１㎡10～20ℓ処理
石上ファームは
２０００㎡施工



①位置出し

②防水シート設置

③砕石敷

④配管



⑤盛土 ⑥芝生張り



before after



まとめ・今後の目標

・現在、日本の養豚場の多くは、糞尿処理に多額の投資をし、川に流せるほど浄化
しており、世界的に見ても環境に配慮した養豚経営です。しかし、現在の排水基準
も、あくまで暫定基準と明記されており、どのタイミングで思わぬ規制や、不測の事
態に陥るかわかりません。現在は、SNSの普及などもあり、畜産業に対する見られ方
も、グローバルな目線で生産する必要性が高くなっております。

・本日、お見せした資料はほんの一部です。環境規制が厳しくなる養豚業。という
未来は明日かもしれません。私の情報が各生産者の汚水処理の重大な失敗防止
に繋がる、啓蒙になれば幸いです。糞尿処理リスクは本当に大きい事を、各拠点で
共有して頂ければと思います。

・石上ファームは放流ができない地域だからこそ見つけられた、環境に配慮した養
豚業、地域との繋がりを大切にし、美味しい、高品質な豚肉生産を心がけ、鉾田市
農業の発展の一助になれる存在を目指していきます。
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